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手間がかかる・・・

●従来はどのような技術で対応していたのか?
• 縦横断測量で得られた横断図から、平均断面法で計算していた。
• 現地測量および計算においては、測点ごとの繰り返し作業。
• 計算結果はエクセル等で整理。
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●技術の概要
• UAVによる空中写真撮影や3Dレーザースキャナー等で取得され
る複数の点群データを用いたメッシュ土量計算により、時系列で
の土量変化を把握できる。

• 施工前後だけでなく、各施工段階での土量の差分が計算できる。
• 計算結果はCSV形式で出力可能。

CSV
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●期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
• 施工段階ごとの土量変化が把握できる。
• 土量計算はメッシュ法で算出するため、正確な土量が算出できる。
• 3次元点群データは、微細な地形状況も把握でき、高精度な計算が可能。
• 従来技術に比べて、現地計測と計算時間が短縮され、迅速な作業が可能。
• 再計算が必要になっても、追加横断測量などの現地作業が発生しない。
• 段階ごとの工事進捗把握を行い、重機やトラックの綿密な管理が可能。

高精度
時間
短縮

労務費
削減

・土工の進捗管理
・土工の土量計算
・土工の運搬計画や施工計画等の管理
などでお使いいただけます。
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●500ｍ延長の土工現場 4回の計測 3回の土量計算での作業量

縦横断測量

断面データ読み込み

断面図重ね合わせ

土量計算

面積計算（各断面）

繰り返し作

繰り返し作

１ 点群データ取得

空中写真撮影、

レーザースキャナ計

４ メッシュ土量計算

２ 点群データ読込み

３ 基準面、比較面の

＜従来技術＞＜新技術＞

起工時 中間時 中間時 竣工時

4.3日 20.7日

時間 単位 備考

計測作業 UAVによる空中写真撮影 2.0 日 0.5日×4回

写真点群化 2.0 日 0.5日×4回

メッシュ土量計算 点群データ読込 0.15 日 0.05日×3回

基準面・比較面の設定 0.09 日 0.03日×3回

メッシュ土量計算 0.06 日 0.02日×3回

計 4.30 日

UAVによる空中写真で得られた点群データによるメッシュ土量計算

作業項目

時間 単位 備考

計測作業
縦断測量
0.5km×4回

4.0 日

横断測量
0.5km×4回

13.4 日

平均断面土量計算
断面データ読込・重ね合わせ
25断面×3回

1.2 日 0.4日×3回

面積計算
25断面×3回

1.2 日 0.4日×3回

土量計算 0.9 日 0.3日×3回

計 20.7 日

作業項目

縦横断測量を実施して得られた横断図による平均断面法

各段階での差分土量算出

●従来手法との比較
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施工前 竣工

点群
データ

●利用手順①
• UAVや3Dレーザースキャナー等で点群データを取得し、TREND-POINTに
各段階の点群データを読み込み。
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瞬時に土量を算出!
計算結果はCSV形式で
出力できます。

CSV

●利用手順②
• 「基準面」「比較面」を設定。

●利用手順③
• メッシュサイズや範囲などを設定し、土量を算出。
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●精度を平均断面法と比較すると・・・

メッシュ格子：1.0m 測点間隔：20.0m

従来手法（平均断面法）メッシュ土量計算
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切 土：426.987m3
盛 土：3549.930m3
切盛差：3122.916m3

切 土：397.827m3
盛 土：3554.796m3
切盛差：3156.969m3

差：34.053m3（1%の差異）
当然差異は出ますが、メッシュ土量計算を使えば・・・

従来手法（平均断面法）メッシュ土量計算

断面間も評価！なにより簡単！

●精度は？


